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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年4月17日(2008.4.17)

【公表番号】特表2007-530540(P2007-530540A)
【公表日】平成19年11月1日(2007.11.1)
【年通号数】公開・登録公報2007-042
【出願番号】特願2007-504971(P2007-504971)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/496    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  31/496   　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １０４Ｚ
   Ａ６１Ｐ  31/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２１　

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月27日(2008.2.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヌクレオシド系ＨＩＶ逆転写酵素阻害剤、非ヌクレオシド系ＨＩＶ逆転写酵素阻害剤、
ＨＩＶプロテアーゼ阻害剤、ＨＩＶ融合阻害剤、ＨＩＶ接着阻害剤、ＣＣＲ５阻害剤、Ｃ
ＸＣＲ４阻害剤、ＨＩＶ出芽または成熟阻害剤、およびＨＩＶインテグラーゼ阻害剤から
なる群から選択されるＡＩＤＳまたはＨＩＶ感染の治療のために使用される少なくとも一
つの薬剤と、１－ベンゾイル－４－［２－［４－メトキシ－７－（３－メチル－１Ｈ－１
，２，４－トリアゾール－１－イル）－１Ｈ－ピロロ［２，３－ｃ］ピリジン－３－イル
］－１，２－ジオキソエチル］ピペラジン、またはその医薬的に許容される塩もしくはそ
の溶媒和物を含む、ＨＩＶ感染の治療用組合せ医薬。
【請求項２】
　該薬剤が、ヌクレオシド系ＨＩＶ逆転写酵素阻害剤である、請求項１の組合せ医薬。
【請求項３】
　該ヌクレオシド系ＨＩＶ逆転写酵素阻害剤が、アバカビル、ジダノシン、エムトリシタ
ビン、ラミブジン、スタブジン、テノホビル、ザルシタビンおよびジドブジン、またはそ
の医薬的に許容される塩もしくはその溶媒和物からなる群から選択される、請求項２の組
合せ医薬。
【請求項４】
　該薬剤が、非ヌクレオシド系ＨＩＶ逆転写酵素阻害剤である、請求項１の組合せ医薬。
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【請求項５】
　該非ヌクレオシド系ＨＩＶ逆転写酵素阻害剤が、デラビルジン、エファビレンツ、およ
びネビラピン、またはその医薬的に許容される塩もしくはその溶媒和物からなる群から選
択される、請求項４の組合せ医薬。
【請求項６】
　該薬剤が、ＨＩＶプロテアーゼ阻害剤である、請求項１の組合せ医薬。
【請求項７】
　該ＨＩＶプロテアーゼ阻害剤が、アンプレナビル、アタザナビル、インジナビル、ロピ
ナビル、ネルフィナビル、リトナビル、サキナビルおよびホスアンプレナビル、またはそ
の医薬的に許容される塩もしくはその溶媒和物からなる群から選択される、請求項６の組
合せ医薬。
【請求項８】
　該薬剤が、ＨＩＶ融合阻害剤である、請求項１の組合せ医薬。
【請求項９】
　該ＨＩＶ融合阻害剤が、エンフュービルタイドまたはＴ１２４９、もしくはその医薬的
に許容される塩あるいはその溶媒和物である、請求項８の組合せ医薬。
【請求項１０】
　該薬剤が、ＨＩＶ接着阻害剤である、請求項１の組合せ医薬。
【請求項１１】
　該薬剤が、ＣＣＲ５阻害剤である、請求項１の組合せ医薬。
【請求項１２】
　該ＣＣＲ５阻害剤が、Ｓｃｈ－Ｃ、Ｓｃｈ－Ｄ、ＴＡＫ－２２０、ＰＲＯ－１４０およ
びＵＫ－４２７８５７、またはその医薬的に許容される塩もしくはその溶媒和物からなる
群から選択される、請求項１１の組合せ医薬。
【請求項１３】
　該薬剤が、ＣＸＣＲ４阻害剤である、請求項１の組合せ医薬。
【請求項１４】
　該ＣＸＣＲ４阻害剤が、ＡＭＤ－３１００、またはその医薬的に許容される塩もしくは
その溶媒和物である、請求項１３の組合せ医薬。
【請求項１５】
　該薬剤が、ＨＩＶ出芽または成熟阻害剤である、請求項１の組合せ医薬。
【請求項１６】
　該出芽または成熟阻害剤が、ＰＡ－４５７、またはその医薬的に許容される塩もしくは
その溶媒和物である、請求項１５の組合せ医薬。
【請求項１７】
　該薬剤が、ＨＩＶインテグラーゼ阻害剤である、請求項１の組合せ医薬。
【請求項１８】
　該ＨＩＶインテグラーゼ阻害剤が、３－［（４－フルオロベンジル）メトキシカルバモ
イル］－２－ヒドロキシアクリル酸または２－（２，２）－ジメチル－５－オキソ－［１
，３］－ジオキソラン－４－イリデン）－Ｎ－（４－フルオロベンジル）－Ｎ－メトキシ
アセトアミド、またはその医薬的に許容される塩もしくはその溶媒和物である、請求項１
７の組合せ医薬。
【請求項１９】
　ヌクレオシド系ＨＩＶ逆転写酵素阻害剤、非ヌクレオシド系ＨＩＶ逆転写酵素阻害剤、
ＨＩＶプロテアーゼ阻害剤、ＨＩＶ融合阻害剤、ＨＩＶ接着阻害剤、ＣＣＲ５阻害剤、Ｃ
ＸＣＲ４阻害剤、ＨＩＶ出芽または成熟阻害剤、およびＨＩＶインテグラーゼ阻害剤から
なる群から選択されるＡＩＤＳまたはＨＩＶ感染治療のために使用される少なくとも一つ
の他の薬剤と一緒に、治療上の有効量の１－ベンゾイル－４－［２－［４－メトキシ－７
－（３－メチル－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）－１Ｈ－ピロロ［２，３
－ｃ］ピリジン－３－イル］－１，２－ジオキソエチル］ピペラジン、またはその医薬的
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に許容される塩もしくはその溶媒和物、ならびにその医薬的に許容される担体を含む医薬
組成物。
【請求項２０】
　該薬剤が、ヌクレオシド系ＨＩＶ逆転写酵素阻害剤である、請求項１９の組成物。
【請求項２１】
　該ヌクレオシドＨＩＶ転写酵素阻害剤が、アバカビル、ジダノシン、エムトリシタビン
、ラミブジン、スタブジン、テノホビル、ザルシタビン、およびジドブジン、またはその
医薬的に許容される塩もしくはその溶媒和物からなる群から選択される、請求項２０の組
成物。
【請求項２２】
　該薬剤が、非ヌクレオシド系ＨＩＶ逆転写酵素阻害剤である、請求項１９の組成物。
【請求項２３】
　非ヌクレオシド系ＨＩＶ逆転写酵素阻害剤が、デラビルジン、エファビレンツ、および
ネビラピン、またはその医薬的に許容される塩もしくはその溶媒和物からなる群から選択
される、請求項２２の組成物。
【請求項２４】
　該薬剤が、ＨＩＶプロテアーゼ阻害剤である、請求項１９の組成物。
【請求項２５】
　該ＨＩＶプロテアーゼ阻害剤が、アンプレナビル、アタザナビル、インジナビル、ロピ
ナビル、ネルフィナビル、リトナビル、サキナビルおよびホスアンプレナビル、またはそ
の医薬的に許容される塩もしくはその溶媒和物からなる群から選択される、請求項２４の
組成物。
【請求項２６】
　該薬剤が、ＨＩＶ融合阻害剤である、請求項１９の組成物。
【請求項２７】
　該ＨＩＶ融合阻害剤が、エンフュービルタイドまたはＴ－１２４９、またはその医薬的
に許容される塩もしくはその溶媒和物である、請求項２６の組成物。
【請求項２８】
　該薬剤が、ＨＩＶ接着阻害剤である、請求項１９の組成物。
【請求項２９】
　該薬剤が、ＣＣＲ５阻害剤である、請求項１９の組成物。
【請求項３０】
　該ＣＣＲ５阻害剤が、Ｓｃｈ－Ｃ、Ｓｃｈ－Ｄ、ＴＡＫ－２２０、ＰＲＯ－１４０、お
よびＵＫ－４２７８５７、またはその医薬的に許容される塩もしくその溶媒和物からなる
群から選択される、請求項２９の組成物。
【請求項３１】
　該薬剤が、ＣＸＣＲ４阻害剤である、請求項１９の組成物。
【請求項３２】
　該ＣＸＣＲ４阻害剤が、ＡＭＤ－３１００、またはその医薬的に許容される塩もしくは
その溶媒和物である、請求項３１の組成物。
【請求項３３】
　該薬剤が、ＨＩＶ出芽または成熟阻害剤である、請求項１９の組成物。
【請求項３４】
　該出芽または成熟阻害剤が、ＰＡ－４５７、またはその医薬的に許容される塩もしくは
その溶媒和物である、請求項３３の組成物。
【請求項３５】
　該薬剤が、ＨＩＶインテグラーゼ阻害剤である、請求項１９の組成物。
【請求項３６】
　該ＨＩＶインテグラーゼ阻害剤が、３－［（４－フルオロベンジル）メトキシカルバモ
イル］－２－ヒドロキシアクリル酸または２－（２，２）－ジメチル－５－オキソ－［１
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，３］－ジオキソラン－４－イリデン）－Ｎ－（４－フルオロベンジル）－Ｎ－メトキシ
アセトアミド、またはその医薬的に許容される塩である、請求項３５の組成物。
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